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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表も含めて分かりやすく記入のこと)
ガスタービンの操作温度の増大に連れて、イットリア安定化ジルコニアからなる熱遮蔽
コーティングにもナノレベルでの組織制御が求められている。それゆえ、素過程の解明を
目指す基礎研究すなわち溶射粒子が基板に衝突し、変形・凝固するときのスプラッシング
、過冷却、接触熱抵抗、濡れ性の影響を明らかにする試みがなされている。そこで本研究
では衝突事象とスプラット形態とを1:1に対応させて測定できるその場計測装置を開発
し、これまでに不明であったジルコニアの高温物性値である粘性や接触熱抵抗の値を推定
してきた。下半期ではこれまでの計測結果と数値計算の対応を目指した。
1:1対応のとれたジルコニア溶射粒子について同条件にて仮想的に衝突させたときの2
次元数値解析を行った。本粒子 は直径48μmで基
板に65m/s,3550Kで衝突 した。その ときのス
プラッ ト径 は163μmであ り、扁平率は3.4であ
った。また接触熱抵抗の値には計測 から得 られた
値3.6×10-6m2K/Wを用いた。Figure1に実験
(上)及び計算(下)か ら得 られたスプラッ トの
断面を示す。数値計算で得 られたスプラッ ト径は
4.5で実験値 よ りも20%ほ ど高 い値 を示 した
。Figure3に計測実験か ら得 られた粒子衝突中
の放射光強度波形、粒子表面温度 、及び数値計算
により得 られ た無次元直径 の経時変化 のグラフ
を示す。計測か ら得ちれた扁平時問は2.1μsで
あり、数値計算 からえられた90%扁 平時間2.2
μsとよい一致 を示 した。実験 と数値計算の扁平
率のずれの理 由 としてスプラッ トが扁平後収縮
している可能性があげ られ る。最 も重要な発見 と
しては衝突後4.6μs後にプラ トー と考えられ る
領域が観察 されたことで ある。今後 更なる研究が
必要であるが、このことは扁平が完 了するや否や
凝固も開始 していることを示 してお り、凝固過程
が扁平過程 に影響 を与 える可能性 あ るとい う点
において非常に興味深い。
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